
研 究 成 果

　地政学的リスク等の高まりを背景に農産物・食品の輸出制限的措置は世界の食料需給とフードセキュリ
ティに大きな影響を及ぼしています。本研究では、輸出制限的措置の発動要因や食料需給への影響を分析す
るとともに、部分均衡需給予測モデルと既存フードセキュリティ指標を組み合わせることにより、輸出制限
的措置がフードセキュリティに及ぼす影響を評価する指標構築に向けた学術的・政策的知見を提示しました。

評価するフードセキュリティ指標構築に向けた政策
的知見を提示しました。本稿では、政策研で実施し
た連携研究スキームの成果について紹介します（委
託先側の研究成果については８～９頁記載）。

２．研究成果

　本研究では、農産物・食品について①輸出制限的
措置が世界のフードセキュリティに与える影響と政
策対応、②世界のフードセキュリティの定義や新た
な展開についての論点整理・考察、③主要輸出国に
おける輸出制限的措置発動の動向調査、④輸出制限
的措置を評価するフードセキュリティ指標の構築と
いう４つの課題を中心に研究を行った点に大きな特
徴があります。まず、2022年に農産物・食品の輸
出制限的措置を実施した30か国を対象に、その政
策的特徴を整理するとともに、世界の食料需給への
影響を分析しました。その結果、輸出制限的措置
は、発動国の国内食料供給や価格の安定化に一定の
効果を有する一方、国際市場では供給量の減少や価
格変動を招き、輸入依存度の高い国ほどフードセ
キュリティへの影響が大きいことが示されました。
また、各国が自国のフードセキュリティを優先して
輸出制限的措置を実施した場合、世界全体のフード

セキュリティを悪化させる可能性があるこ
とを示し、国際的な政策協調の重要性を提
示した点が重要です（小泉・古橋，2024）。
　次に、近年、輸出制限的措置が国際食料
市場の不安定化要因として認識される中、
フードセキュリティの定義について整理し
ました。従来の「供給可能性」、「物理的・
社会的・経済的入手可能性」、「適切な利
用」、「安定性」の４構成要素に加え、「エー
ジェンシー」及び「持続可能性」を含めた
新たなフードセキュリティの定義を整理・

１．はじめに

　近年、新型コロナウイルス感染症、地政学的リス
ク、気候変動などの高まりを背景として、国際食料
市場の不確実性は一層増大しています。特に2022年
には30か国の主要農産物輸出国等が農産物・食品の
輸出制限的措置を実施したことから、国際市場にお
ける供給不足や食料価格の高騰を通じて、世界の
フードセキュリティに深刻な影響を及ぼしました。こ
うした状況下、農林水産政策研究所（以下、「政策研」
という。）では、連携研究スキームとして、「農産物・
食品の輸出制限的措置による世界の食料需給・貿易
構造及びフードセキュリティへの影響に関する研究」
を2023～2025年度に実施しました。本研究は、政策
研と委託先コンソーシアムとの連携の下、制度分析、
ミクロ実証分析、部分均衡需給予測モデルなどを組
み合わせて実施した点に特徴があります（図１）。
　このうち、政策研側の研究では、主要農産物輸出
国における輸出制限的措置の経済的・政策的誘発要
因を分析するとともに、世界の食料需給、貿易構造
及びフードセキュリティへの影響を評価しました。
さらに、輸出制限的措置を世界のフードセキュリ
ティ上の重要な政策リスクとして位置付け、これを

農産物・食品の輸出制限的措置発動のリスクを踏まえた 
望ましいフードセキュリティ指標構築に関する研究
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図１　連携研究の研究課題

農産物・食品の輸出制限的措置発動のリスクを踏まえた望
ましいフードセキュリティ指標構築に関する研究（政策研）

農産物・食品の輸出制限的措置が先進国とグローバルサウ
スの食料需給・貿易構造に及ぼす影響に関する研究（委託
先コンソーシアム）

＜明治大学＞
輸出制限的措置の誘発要因分
析とWTO農業協定の考察

＜政策研＞
①輸出制限的措置が世界のフー
ドセキュリティに与える影響と政策
対応

＜中村学園大学＞
輸出制限的措置が食料需給と貿易構造に与えた多角的影響評価

＜筑波大学＞
輸出制限的措置が食料輸出入国の需
給構造に与えた影響評価（アジア・中
東・アフリカ諸国）

＜宮城大学＞
米国の輸出制限的措置が食料需給と貿易構造に与えた影響評価

＜政策研＞
②世界のフードセキュリティの定義や新たな展開についての論点整理・考察

＜政策研＞
③主要輸出国における輸出制限的措置発動の動向調査

＜政策研＞
④輸出制限的措置を評価するフードセ
キュリティ指標の構築
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考察した点に研究の新規性があります（小泉，
2024）。また、輸出制限的措置のような政策リスクを
評価対象に組み込む必要性を示し、今後のフードセ
キュリティ指標構築に向けた論点を明らかにした点が
重要です（Koizumi et al., 2025）。
　さらに、ロシア、インド及びアルゼンチンを対象
に輸出制限的措置発動の要因を分析しました。ロシ
アは輸出割当や関税を通じて品目・地域別に輸出を
管理し、政策要因による供給調整が国際市場に影響
を与えていることが分かります。また、インドはコ
メについて輸出規制、価格規制及び輸出税を使い分
けることで国内市場の安定を優先しつつ、国際市場
への影響力を強めています。そして、アルゼンチン
は輸出税と為替政策により国内価格と輸出を調整し
ており、政策変更が国際需給や価格変動の要因と
なっていることが示唆されました。
　最後に、輸出制限的措置を評価するフードセキュ
リティ指標の構築に向けた研究を行いました。部分
均衡需給予測モデルを用いて輸出制限的措置の影響
を定量的に評価することに加え、FAOの栄養不足蔓
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率や食料不安蔓延率など複数の指標により総合的
に評価した結果、インドによるコメの輸出制限的措
置は国際インディカ米価格及びジャポニカ米価格を
上昇・不安定化させ、コートジボワール、ナイジェ
リア、バングラデシュなどへのフードセキュリティ
への影響が比較的大きいことを明らかにした点が重
要です（Koizumi et al., 2026）。また、ロシアにお
ける穀物の輸出割当数量の設定による小麦輸出量減
少は国際小麦価格を押し上げ、エジプトなど輸入依
存国のフードセキュリティに大きな影響を及ぼすこ
とを示しました（小泉・後藤，2026）。
　以上の研究成果から、輸出制限的措置は国際市場
では供給不足や価格変動を通じて世界のフードセ
キュリティを不安定化させる重要な政策リスクであ
ることが明らかになりました。さらに、部分均衡需
給予測モデルによる定量的な影響評価とともに、輸
出制限的措置を評価するためのフードセキュリティ
指標を提案したことが重要な点です。

３．本研究の学術的到達点と政策提案

　本研究では、農産物・食品の輸出制限的措置を世
界のフードセキュリティに影響を及ぼす重要な政策
リスクとして位置付け、その経済的・政策的影響を
理論的・実証的に分析しました。特に、2023～
2024年のインドによるコメ輸出規制及びロシアに

よる穀物輸出割当数量の制限を対象として、これら
の政策が国際市場を通じて各国の食料価格やフード
セキュリティへ波及するメカニズムを明らかにした
点に大きな特徴があります。また、部分均衡需給予
測モデルの結果と栄養不足蔓延率や食料不安蔓延率
などの既存指標を組み合わせることにより、輸出制
限的措置を評価するフードセキュリティ指標構築に
向けた理論的基盤を提示したことが重要です。
　本研究成果は、学術的な貢献にとどまらず、国際
的な政策対話にも活用されました。研究成果の一部
は、OECD-FAO Agricultural Outlook 2023-2032 の
Executive Summaryに反映されるとともに、G7にお
ける農業関連共同プロジェクトなどを通じて、輸出
制限的措置に依存しない政策の必要性や国際的な政
策協調の強化に関する政策提言へとつながりました。

４．おわりに

　本研究では、輸出制限的措置を世界のフードセ
キュリティ上の重要な政策リスクとして位置付け、
その経済的影響を部分均衡需給予測モデルにより評
価するとともに、輸出制限的措置を考慮したフード
セキュリティ指標構築に向けた研究基盤を提示しま
した。また、本研究成果は、OECD-FAOの刊行物へ
の反映やG7などの国際的な政策対話にも活用され
ました。今後、気候変動や地政学的リスクの高まり
に伴い、国際食料市場の不確実性は一層増大すると
考えられます。このような状況に対応するため、本
研究で構築した分析手法をさらに発展させ、より実
践的な政策分析へ展開していくことが重要です。
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